
東山小学校だより

平成３０年１０月２４日

※ 町内配付 １０月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

さわやかな秋空の下…全校縦割り遠足「朝日山登山さわやかな秋空の下…全校縦割り遠足「朝日山登山」」
当初予定していた12日(金)の実施を16日(火)に延期して全校縦割り班遠足「朝日山登山」を行

いました。出発時こそ曇り空だったものの、頂上に着く頃にはさわやかな秋晴れ…絶好の遠足日和

となりました。気温も上がり、子どもたちは半袖で下山してきました。

浦柄神社や山頂の慰霊碑への参拝、展望建屋の展示や塹壕跡の見学、戊辰戦争の話、清掃ボラン

ティア活動、レクリェーションと、盛りだくさんの遠足でした。もちろん登山遠足につきもの…お

弁当とお菓子、そして山頂からの眺望も楽しみました。信濃川の流れ、小千谷の市街地や西山丘陵

…そして東山小学校と東山地区を見下ろしました。自分が生まれ育っている東山の美しい風景を眼

に焼きつけて、子どもたちに、もっともっと故郷東山を好きになってほしいと思いました。

縦割り班の代表児童の目標発表

さぁ出発「いってきま～す！！」

← 浦柄神社で合掌

みんな元気！景色を見ながら…さぁ歩け！！

 
 



到着後、さっそく慰霊碑に合掌～ …東軍の野営地跡や塹壕を見学

留学生ウィルさんは

人気者…

展望建屋の清掃ボランティア

気持ちいい青空の下で…お待ちかねのおべんとう！

東山小学校と中山、小栗山の家々…闘牛場と見守り岩も…

班の企画のレクリェーション

山頂をあとにして… 「葉っぱ隊」登場！
もうすぐだ！

本当の山道だ！ いったい誰でしょう？
歩き切ったぞ～！



台風 近!! 牛の 突き 月場 」
牛の角突き10月場所が行われた6日、前の週に大きな被害をもたらした台風24号と同じような

進路で25号が迫っていました。学校では児童の安全確保として、不要不急の外出は控える旨のお

願い文書を発出することにしました。それに伴って、学校として行っている闘牛ボランティア活動

を中止とする文章も一緒に配付しました。観覧席の雑巾がけは担当職員で出来る範囲でやろう。牛

太郎の引き回しは、もし家の人と一緒に来ている人がいたら、頼めたら頼もうと考えました。

当日、台風はやや逸れましたが、やはり雨風。何人くらい来るかな～と見ていると、次々と子ど

もたちが現れ、いつもと変わらない活動が出来ました！さすが「山っ子」みんな好きなんだな～。

牛太郎も相手の角で傷を負いながらも奮闘を見せてくれました。いよいよ千秋楽…頑張れ牛太郎！

「コーディネーション･トレーニング①」「コーディネーション･トレーニング①」大塚コーチ来校大塚コーチ来校

今年も市のスポーツ推進員で、アルビレックスRCのコーチもされている大塚謙児さんに３回に

渡りコーディネーション･トレーニングをお願いしています。その初回が18日(木)にありました。

はじめにロコモ(運動器の移動機能)テストで、子どもたちの体の状態をチェックしました。5項

目殆どをクリアしていましたが、やや足首と向こう脛の筋肉が固い子が見られました。その後は2

人1組の運動や、3チームに分かれての鬼ごっこで、あっという間の1時間を過ごしました。大塚

コーチからは、運動やスポーツでは「体」だけでなく、チームワークやチームメイトへの思いやり

＝「心」と、ルールや技術の理解＝「頭」も大事だと教えていただきました。次回が楽しみです。

10/９～1210/９～12「中学校区あいさつ運動「中学校区あいさつ運動 (第２回(第２回））」」
今年度、2回目の中学校区あいさつ運動

が行われました。期間中の2日、半数の児

童が東中で…逆に4日間とも東中の代表生

徒が来校し、子どもたちを元気なあいさつ

とハイタッチで迎えました。緊張感を漂わ

せながらも少しずつ笑顔が増えました。



心静かに…「中越大震災の日」心静かに…「中越大震災の日」
今年も10月23日が巡ってきました。児童の尊い命が失われ、甚大な被害をもたらした中越大震

災の日です。東山小学校では、例年この日に避難訓練と塩谷慰霊を行ってきました。今年も当日は

「避難訓練」「災害給食」「塩谷慰霊」「児童引き渡し訓練」と予定が目白押しなのに加え、テレビ

1局と新聞4社から取材申し込みがあり、落ち着かない雰囲気になることを心配しました。しかし

そんな心配をよそに、子どもたちは中越大震災の日を心静かに真摯な態度で迎えてくれました。

訓練は、担任が近くにいないであろう20分休みに大きな地震が起こった想定で行いました。体

育館で遊んでいる子たちの様子を見ていると、サイレンが鳴るとすぐに4年生の女子が一緒に遊ん

でいた2年生5人に声をかけて、体育館中央に集まり、天井に注意し、姿勢を低くして頭を守る体

勢をとっていました。災害時に求められる、自分の命を守る的確な行動と周囲の人と声を掛け合う

ということがしっかりと身に付いていて驚きました…すばらしい！

５校時には5,6年生が塩谷の慰霊参りを行いました。一連の活動を通じて中越大震災に目を向け、

命の大切さ等を学び、一日一日をしっかりと生きていく思いを新たにしてほしいと思います。

保護者の皆様には、児童引き渡し訓練にご協力いただき、ありがとうございました。

東山小学校 11月の生活目標「「友だちの良いところを見つけよう！友だちの良いところを見つけよう！」」
とも よ み

● 自分の回りに目を向け、友だちの良いところやがんばりを見つけよう！

● 相手の気持ちを考えて行動しよう！
（自分が言われていやなこと、されていやなことは、他の人に言わない、しない。）

● 「心と心をつなぐあいさつ」を続けよう！
東山小学校では全校児童が仲よく、「いじめ」が起こりにくい風土があります。しかし「いじ

めはどの学校にでも、誰にでも起こりうるもの」として、いじめを見逃さない注意が必要です。

11月には「いじめ見逃しゼロスクール集会」を行い、5,6年生は中学校区で行う集会にも参加し

ます。この機に「いじめ」について深く考えてほしいのです。

11月の生活目標は「友だちの良いところを見つけよう！」です。それぞれの良さやがんばりを

認め合える集団にはいじめは起こりません。また、認めてもらったり、ほめてもらったりすれば、

とても嬉しい気持ちになります。笑顔になります。次の活動への大きな意欲にもなります。ぜひ、

ご家庭でも地域でも、子どもたちの良いことや頑張りを認めてほめてくださるとありがたいです。

文化祭では、作品展示や音楽発表会に「いいね！」があふれて、ほんわかとあったかい空気に

包まれるといいな～と思います。そして、これまで以上にいじめが起こらない学校風土ができる

ことを期待します。


